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l血清の Spermicidalactionに関する研究

(1) 物理化学的操作を加えたJUL清の Spermicidalactivity 

の変イ七について
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Studies on the spermicidal action of the serum 

(1) On the changes of the spermicidal activity in serum 

by physico-chemical treatments 

Kyuki MATSUMOTO** and Ziro MORITA** 

By 

I 緒 言

METCHINIKOFF1)が家兎新鮮血清に依って家兎精子

がi直ちにその運動性をうたーう事を知って以来，精子と血

清は免疫学的見地から，又人工授精という実際的要求

とから研究が着手され，精液の稀釈液として血清の可

否が論ぜられ加熱血清は新鮮血清に比して精子の生存

性がよいとされて来た。血清中に初めて精子の運動阻

害物質 SpermicidaISubstanceを化学的に捕えたのは

井貫2)であるが此の物質の性質並に本態に関する研究

で最も一般的に認められているのは CHANG3)である。

彼の広汎な研究によって SpermicidaIfactorが人，

牛，家兎，天竺鼠及び白鼠の新鮮血清中に見出され，

熱に不安定な高分子物質であり，その性質が補i体のそ

れに酷似していることが解った。彼の研究の直後，

Sl¥'iITH4)は此の事実を確認しその本態が補体でない事

を示した。

著者等は精子と血清の相互作用を研究中，此の事実

を再認し，当該物質の本態及び作用機序が未だ探究さ

れていないので，更に進んでその物理化学的諸性質に

就て研究を行ったので主主に報告する。

尚，牛精液を快く提供して裁いた北海道立家畜人工

*北海道大学農学部畜産学研究室

*ホ Laboratoryof Zootechnical Science， Facu1ty of 
Agriculture. }fol<l<aido University 

授精所及びその運搬の労を煩わした札幌幣農協家帝人

工授精所の方々にj享く感謝の意を表する。

11 実験材料及び方法

(1) 供試動物

採血用として北大農学部付属農場第1畜産部紫養動

物中，馬 7，~虚 2，牛 5，緬羊 5，山三( 4，家兎 7，

精液採取用に家兎 6，縮山羊各 1，牛3頭を供し，牛

精液は北海道立家畜人工授精所繋養種雄牛のもので人

工月室法によって採取されたものである。

(2) 供試材料及び実験法

牛，馬，細山羊に於ては頚静脈より，家兎に於ては

耳静脈より採血し，血液の凝固を待って血清を分離し

た。一方精液は CHANGの方法的に従って一定数の精

子を血清浮話津波とし，その運動性を顕微鋭下室温で観

察し，一般に血清量は O.5mIを標準として用いた。

(3) 記載法

CHANGの示したものを変更して次の方法に依った。

数字は spermicidaIsubstanceの活性皮を示す。

性十， 3: 反応、系に於て注入精子が 1/2~1 時間以内に

全部運動性を失ったもの。即ち spermicidaIactivity 

が最も強し、もの。

件， 2: 混和後 1 時間で全視野の精子中 10~30% の

もののみが運動性を示したもの。

+， 1: 混和後 1 時間で 40~70% の精子が運動性を
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( 2) Spermicidal actionの時間的関係

精子は血清と混和後，比較的短時間内に運動性を消

失する。その過程を時間的に追求すると，一般に 3~

4分間内に殆んど運動性を失い， 5，-.，10分後には完全

に消失する。従って正常な個体の血清であれば混和後

30分内には精子の運動性は全く消失した。又，混和後

長時間経過したもので一度消失した運動性が再び回復

する様な事は観祭されなかった。

( 3 ) Spermicidal actionに対する精清の影響

精子と JIiLÌir~ の相互作用を観察する場合，精消ーの千了:;(1:

及ひ、決JAが立11何程関係しているかを知る必要がある。
第2図は遠沈によって精清を分離し，倍数稀釈した精

清液とJIil1青とを等量混合し，その spermicidalactivity 

を調べたものである。

松本・森田:J(nii1iの Spcrmicidalactionに閲する研究

示したもの。

一， 0:血清を加えない緩衝液中の精子の運動性と

殆んど同様に大部分の精子が活滋な運動性を示したも

の。

尚，対照としては 560C30分間加熱した血清を用い

たが，特に必要としない限り図表の煩わしさを避けて

記入を省略した部分もある。又材料に就て記入のない

ものは主としてIUl消は応，精子は家兎のものである。

尚本文中の側々の結果は数回以ヒの実験例に;!仙、たも

のである。

実験結果III 

Fig. 2 The spermicidal activity of the serum 

di1uted with seminal plasma 
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Fig. 1 Quantitative determination of 

the spermicidal substance in serum 

第2図に示した如く精清の濃度が稀釈度 32倍迄

spermicidal activity を抑制する効果を持って居り，

従って比の抑制作用は 32倍以上稀釈されると消失す

る。

(4) 血清濃度と Spermicidalactivity 

血清濃度と spermicidalactivityとの関係は比例的

関係にあり，此の事は前述した通りである。しかし或

る特殊な個体の血清と精子との聞には必ずしも比例的

関係が成立しない事がある。即ち spermicidal sub-

stanceの濃皮が高い原血清に於て activityが最大と

忠われるにも拘らず，斯る個体の血清と精子の聞では

0~2 倍稀釈波では activity が弱く 4~8 倍稀釈液

で最高の activityを示すものがあった。此の現象は

更に生理的食塩水及び Ringer液に対して血清を透析

しても現れて来た。又，経験的に家兎精液を用いると

此の現象に乏しいが， Ljニ精液を用いると可成りの頻度

で発現する傾向がある事を知ったが，此の現象の機権

に就ては尚不明である。
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井賞， CHANG， S~1JTH 等によって研究されて来た

Spermicidal Substanceの諸性質に就て各々追試を行

ったが，これら研究者の見解と異る点及び新知見のみ

を指摘要約する。

(1) Sp邑rmicidalactionの量的関係

CHANG3l によれば O.lml の血清は約 120~160 万

の椅子を殺すので， 1 ml では 1200~1600 万の精子が

殺されねばならないとしている。之等の血清と精子の

量的関係を観察したのが第1図である。
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此の図は血清の稀釈度と血清によって運動を止めら

れた不動精子数との関係を表わしたものであるが，両

者の関係は直線的であり，血清 1ml は凡そ 2000~

4000万の精子の運動を止める事になる。此の値は

CHANGのものより遥かに大であるが，後述の厳に血

清中の spermicidalsubstanceは室温に放置する事に

よって漸次 activityを減少するので血清の新鮮度，個

体差によって activityの差異の現われるのはむしろ

当然と忠ばれる。
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Spermicidal activityの個体，性，年令によ

る差異

mL治中に存在する当該物質の activityは性及び年令
に依る差‘奥が無く，更に同極及び自家血清でも sper-

rnicidalな作用を示した。

然し個体によって activityに顕著な差がみられ，イ共

試馬7頭中 1頭は完全に activityを欠除していた。更

に actJvltyを欠除している個体は， 2年間継続した調

査では activityが再現する事は無く，調査動物の血清

の spermicidalactivityの消長は認められなかった。

尚第2表は之等の関係の実験の一部を示すもので，家

(7) 
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(5) 精子の凝集性と Spermicidalactivity 

正前lÚLÝ~;による精子の凝集現象は KATOへ HENLE

et a¥. 6)， SMITH4)，及び MATSUMOTOand MORl'fA7lに

よって論じられて来たが精子は血清の新旧如何に関せ

ず凝集を起す。 CHANG3lは血清の spermicida¥action 

は或る極の蛋白によって誘起され，精子を凝集して殺

すものである事を主張しているが，筆者等は井震のの

見解と:同織で凝集要因とは無関係な物質によって

spermicida¥ actionは起っていると考える。即ち 1)

新鮮血清によって運動を停止せしめられた精子の中に

は凝集しているものと然らざるものとがある。 2)加

熱して当該作用を失った血清も著しい凝集能を持つ。

3)新鮮血清を精子で吸収し当該作用を消失させた吸

収血清に於でもあf集能を持つ。 4) 例外的に sper・

micida¥ actionを全く欠く個体が稀に存{Eするが，此

の個体の新鮮血清には凝集能を著しく有すを。

以上の理由及び実験的事実より精子凝集を誘起する

物質と spermicidalsubstanceは異なるものであると

認められる。

(6) Spermicidal activityの種間差異

血清の当該作用に動物の種によって actlvltyの差異

を生ずるであろう事は想像に難くない。同様に精子の

抵抗力も当然考えられるが，同一条件で各動物の精子

を集めるのは困難であるので，血清の spermicida¥

activityのみを調べた結果，第1表の通りであった。

34 

Table. 1 Species difference of 

the spermicidal activity 

兎血清原液中に一定量の家兎精子を汚泌させて

activityを調べた結果であるが， No.5の血清は供試

家兎6頭の精子を完全に致死せしめ得ないし No.1目08

の血清は或る個体 (0.20，55， 60)の精子に対しては

spermicida¥に作用するのに対して他の個体 (0.22，

21， 0.6)の精子には弱い activityしか示さなかった。

斯る事実より個体差が精子の抵抗力の差に基くものよ

りも血清の activityの高低に依る差異の方が大である

と思考する。

(8) 加熱に依る Spermicidalactivityの変化

血清中の sperrnicida¥substanceは易熱性であり，

60
0

C以上の加熱で 10分以内に activityを失った。

55 0 C で 30~40 分， 500Cで 70分間の加熱に依り完

全に作用を消失した。此の関係を第3図に示した。

尚i司図の指点は完全に spermicidal substanceが

activityを消失した温度とそれに要した時間を示して

Tota¥ 
serum Bovine Rabbit Ram Goat 

Cow 5.4 11 .2 10.2 7.8 34.6 

Horse 5.5 10.8 12.1 9.2 37.6 

Ass 9.7 13.3 13.0 13.0 49.0 

Sheep 7 . 6 9.4 14. 0 9.2 40. 0 

Goat 12.8 15.0 14.2 13.8 55.8 

Rabbit 13.1 12.3 14.7 15.0 55.1 

sperms 

同表中の数字は 5回の試験により得た値によって

activityの強弱を論じたものである。その結果は，馬，

E密，稲山手"家兎血清中，山羊及び家兎血清は他極血
清に比して可成り activityが高い事を知った。又同

穏の精子と血清との反応は異極の精子と血清との反応

に比し，その activityに於て特に顕著な差異は認めら

れなかった。
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いる。
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5.5~8.0 の問で activity の変化を論ずる事になるが

pH 7.0以上で部分的に作用を消失したので，当該物

質は pH5.5~7.0 で長も安定で，アルカリ倶1Iでは不

安定になる事を示している。

(11) 太陽光線及び紫外線による activityの変化

光による spermicidalactivityの変化を観察した結

果は第 6 図である。紫外線は波長 2700~3700Ä (平均

3200A)であって照射温度は 20
0

Cである。

x (9) 低温による Spermicidalactivityの変化

易熱性成分である当該物質は低温に対して著しく安

定であり，血清を 5，....，60Cに貯蔵する事によって 10

数日， -20
o
Cに凍結せしめると 120日以上も完全な

activityを保持していた。此の関係を第4図に示し

た。

Fig. 6 Spermicidal activity of serum 

exposed under the sunshine and 

ultraviolet-ray 
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血清中の spermicidalactivity は太陽光線照射後

1~2 時間で減少し始めたが太陽光線は光のみならず

黙の影響もあるので両者の協同作用によって作用が消

失するものと忠われる。又紫外線を照対した場合は生

理作用を示すと云われる前記波長では activityに魚ん

ど変化を受けてしなかったo

(12) タエン酸ナトリウムによる Spermicidal

activityの変化

血清中の当該物質がクエン酸ナトリウムで破壊され

0.5 。
(10) pHによる Spermicidalactivityの変化

当該物質の pHによる作用消失の状態を第5図に示

し7こ。

pHを 0.2N，HCl及び 0.1N NaOHで変化せし

めた場合血清 0.5mlに対し HCl，NaOHの添加量

は 0，....，0.2ml でありその血清稀釈度は 0~1.4 倍であ

る。従って斯る低稀釈度では稀釈による activityの減

少はあり得ない。

混和後 30分にして既にアルカリ側で作用を失って

居り，酸性側で安定であった。 1時間後に於ける ac-

tlVltyもアルカリ側で漸次作用を消失して来たが，非

働性血清中の精子(対照〉も pHの影響を受け pH

5.5以下或は pH8.0以ヒで生存不能となるので pH

20 30 

Days of storage 

10 
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る事は CHANG引によって指摘されている。然しその

作用機Ir:は全く不明である。クエン酸ナトリウムの政
皮と spermicidalactivityとの関係を示すと第7図の

如くであり，クエン酸ナトリウムの存在によって

Fig. 7 Destruction of the spermicidal 

substance by the sodium citrate 
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activityは低下し，その濃度が高いと完全に当該作用

を破壊し， 5.3xI0-4M の濃度で当該物質に対する影

響は無くなった。 tlpち当該作用破壊に要するクエン酸

ナトリウムの最少有効濃度は 5.3x10..4Mであり，

これ以上の濃度は当該作用を部分的或は完全に消失せ

しめる。

(13) Spermicidal substanceの水に対する透析

'I~主

血清を脱イオン水に対して 24~48 時間透析し，そ

の水溶部及び不溶部について spermicidaltestを行っ

た。此の場合精子は純水中に生存し得ないから得られ

た水溶部は 0.9;10 NaCl i'伎になる織にし， 不溶部は

0.9% NaCl I'俊一で溶解した。この様にして得られた水

溶部及び不溶部は共に spermicidalactivityを完全に

消失していた。此の結果を第3表に示した。

Table 3. Effect of dialyzed serum 

on the spermasozoa 

agamst water against 
0.9% 

test SOluble soluble NaC1 
回 lubleinslouble +insoluble 

十insoluble+ KRP sol 

ex. 1 

ex. 2 

ex. 3 

十H

十{十

イJj

更に 0.9%NaCl 液の代りに Krebs-Ringer波で溶

解稀釈しでも当該作用を現わさなかった。又水溶部と

不溶部とを混合して Krebs-Ringer液に溶解しでも此

の作用は再現しなかった。然るに 0.9%r、hCl液に対

して血清を透析すると activityを現わした。

以上の事実は溶液中に NaClが存在しなければ当核

物質は速かに作用を5たって来る ~JJを意味すると認めら

れる。

(14) Sperrnicial actionと NaCIとの関係

spermicidal actionの必須イオンとして?、JaClの中，

Na+或は Cl の何れが必須であるか或は両者共必須

であるのかを調査した。 11[1ち血清と等恨の 4.33%

Na2S04及び1.6 % CaCb， MgClzを透析外液として

血清を透析すると， Na2S0.に対して透析した血清の

非透析部は透析を行わなかった同一試料の血清と等し

い activityを示したのに対して CaCle，MgChに対

して透析した血清は完全に activityを消失していた。

以上の事実から spermicidalactionを現すのに必須な

イオンは Nどであろうと考えられる。

次に spermicidalactionを現すのに必要な Naの

濃度を NaClとして示したのが第8図である。

Fig. 8 Effect of various NaCl solutions 

on the spermicidal substance 

1∞ 

F

、d
巧

t

h
u
F
F
J
H一戸
U
司

50 

0.1 0.5 1.0 l.S 

Nacl concentration 

同図に示した織に1.0~9.0% NaCl (0. 39M)を中

心として activityは最高であり， 0.5% (0.21M)， 

1.5% (0目65M)で部分的に作用を消失した。又 NaCl

の皆無によって完全に act1vJty を消失した。更に透

析終了後，総ての波は 0.9%NaCI 被としてlW~換した

が， NaClの過剰]或は不足によって最大の act1vltyを

示し得ず作用を消失している事より，トJaClの過不足

に依って起った activityの消失は不可逆的である事を

示すものと考えられる。

(15) NaCIの濃度と Spermicidalactivity消失

速度との関係

血清を硫酸安門で塩析する場合(後述)塩析後生理

的食塩水で透析し硫酸安門を除去すると①泡祈時飽

和硫安溶液を用いるか或は②硫酸安門粉末を血清に

添加して塩ijIするかによって当該作用に著しい差が見
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られた。f([Jち②の場合強度な activity を持った

fractionが沈澱して来たのに対して①の場合では著

しく actlvltyが減少し，透析後は殆んど activityを

現さない場合が多かった。此の事は NaC¥の濃度が低

下した為に activityが減少消火・したと考えられるので

NaC¥の濃度と当該物質の作用消失速度との関係を調

べた。之が第9図である。

Fig. 9 Changes of the spermicidal activity of 

dituted serum with r、~aCI concentration 
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同図に示した様に精子と血清混合後 1~2 時間内は

r、~aCI 濃度と actlvlty とは直線的関係にあって， NaCI 

の濃度の減少に伴って activityの減少を示した。 4時

間後に於ては原血清の NaCI量の 2/3以下では著し

くactJvltyを減少した。又 spermicida¥testを行う

場合 0.9%NaCIに置換したが活性の再現性がみられ

なかった事から此の作用物質は不可逆的に変性して居

り，之は NaCI濃度低下の為に変性を起したと考えら

れる。

(16) 硫安塩析による Spermicidalsubstanceの

分離

平井及び島尾8)は馬血清の硫安分画と電気泳動成分

との関係を研究しているので此の方法に依って硫安で

塩析後 0.9% i'、JaCI液で透析して得た fraction の

spermicida¥ activityを示したのが第 10図である。

J'l[Jち① spermicidalactivity は 0~1O%硫酸安門

での沈澱物中にも示され② lO~14ro での沈澱物中

にも activityが存在する。 ③ 14~21% での沈澱物

は強度の actlvltyを持っていた。 ④ 21~26% での

沈澱物中には殆んどその存在を示さず，⑤ 26%の上

泊中には activityは全然現れなかった。

従米飽和硫安溶液を用いて蛍白の分国iが行われて米

たが，此の場合 NaCIの濃度の低下の為に当核物質は

変性し透析終了後は全く活性を失ってしまう事は前述

Fig. 10 Spermicida¥ activity of serum protein 

fractionated by means of ammonium su¥fate 
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した通りである。従って溶媒を 0.9%NaC¥とした硫

安飽和波で血清ーを塩析し，続いて 0.9%1、JaC¥波で透
析した後 spermicida¥testを行ったのが第4及び第5

表である。

Table 4. Spermicida¥ effect of various 

sa¥ted out fractions 

Protein fractions 
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両表・に示した様に spermicidalsubstance は 18.3% CHANGは COHNの方法1刊こ従って動物血清をエタ

(1/3飽和〕硫まどでの沈澱物中にのみ存在しその他の ノールで分刻したが何れの fractionにも此の物質を

fractionには現れなかった。更に 1/3f(ci;fllでの沈澱 見出す惑が出来なかった。之は spermicidalsubstance 

物は 1/2飽和での沈澱物によって賦活され， 0.4~0.5 が NaCIの濃度が低下すれば直ちに activityの減少

飽和での沈澱物は spermicidalactivityを全く欠くに 失活を米すと云う性質を知らなかった為と忠われる。

も拘らず 1/3飽和での沈澱物を力11えると 1/3飽和で 著者等は米だエタノール分測を行っていないが塩析法

の沈澱物よりも常に activityが高かった。此の事から で示したf*fこspermicidalsubstanceは Globulin分

21~26% での沈澱物中 lこは spermicidal substanceの ì~ji中に見出された。然しながらクエン酸ソータを用い

actJvator 或は activityを現すのに不可欠の高分子物 て凝血を阻止した血按にはクエン酸ソーダが spermi司

質が存在すると考えられ， 此のものは spermicidal cidal substanceに対して破j史的に作用するので血築中

substanceそのものではあり得ない。 からは此の作用が見出し得ない事は前述の通りであ

IV 考 察

精子の人工保存波としての血清の役割は古くから研

究されて居り，鶏血清のみが有効であると経験的に考

えられて来た(石]119)， GRODZINSKI and MARCHLEW-

SKI10))。然し良好な基質として作用すべき血清は精子

の運動性に対して阻止的に作用する事は CHANGの提

示する迄考えられなかった。 彼は spermicidal sub-

stanceが trypsinで破壊され非透析物として残存する

ので一種の蛋白と推定しているo

一方向じ生殖細胞である卵子は血清をそのよき

mediumとする事が近時の研究によって明かにされて

いる (MARDENand CHANG'日〕。血清に対して精子と

卵子とでは全く呉なった反応を示す事は興味ある事実

である。

血清中には複々の蛋白が存~{ヒするが体細胞就中精子

に対して tOX1Cに作用する事は興味ある事で種々の

作用及び性質は酵素のそれに酷似してし、る。日即日ち当該

物質は易熱性で且血Lヰ中tfこ一定量しカか道存イ在Fせず

後瞬時にして精子の運勤性を停止せしめ，時間的に反

応が迅速である。更に同種血清就中自家血清中にも存

i伝しているが似体差が著しい。一一.寸1般党にd血i止l打消!5Ii蛍rr白i浪段l皮;支Eと
s叩pe町rmi化Cl込dala低cti¥、Vl比ty は上比七似例Jしているが倒イ体本によつて

は必必、ずしも此の関f係系は成了立Lせす

は血清原;液佼より a配ctlV円lt吋yが高しい、場合もある。従って定

量的意、味で spermicidaltestを行う場合には予め血清

仮白の acttvltyを測定しておかなければならなし、。

吏に特異的な ~fÇは人JÚL消は人粘子のJill動性を伴1[ せし

めない事である (CHANGりがイLHの砲の精子には致死

的に作用すると云う事であり，人血ぷiを除くと他の動

物血l，'Jは阿部自裂をl匂わず粘子のA勤を ji}ll:せしめ

る。此の~jJ:は1Ú1.ÌI'j'及び4if子牛の化学的組成がノ、と!助物に

よって者しく相注する4，を示すものである。

る。

更に前記研究者等によって有機溶媒に対する sper・

micidal substance の態度が調査されているが実験法

に疑問の点が多し、ので今後此の物質の精製と云う百iか

らの検討がより多く為されなければならないものと考

える。

V 結論

M. C. CHANGによって指摘された動物血清中の

spermicidal substanceに就きその物理化学的操作を加

えた場合の activityの変化について研究し，次の様な

結果を得た。

① 当該物質の活性は種.間差異よりも個体差が大であ

る。

②性及び年令による活性の差兵が認められなかっ

7こ。

@ 一般に当該作用はI血清濃度に比例する。

④ 血清による精子凝集の有無と血清の spermicidal

activityとの間には関係が無いものと認められ

ずこ。

⑤ 当該物質は熱に不安定であるが凍結すると活性は

長時日間消失しなかった。

@ 当該物質はアルカリで著しく不広島定であり弱酸性

で安定であった。

⑦ 太陽光線を 1~2 時間照射すると漸次活性を失う

が，紫外線のみでは211寺町lの!照射によっても活性

に変化が認められなかった。

③ 当該物質は活性を現すに当り Naを必須イオンと

するものと考えられた。

⑨ NaClの濃度が 0.9%に於て最も此の物質は安定

であり，その波及=の1帥戒により活性を減弱或は消

火、した。

⑬ 0.9% NaCl i伐に対して透析するとJIゐjhtVJとし
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て残存する。

⑨ 血清を硫酸安門で塩析すると低濃度の硫安で析出

して来た。

⑫ 塩析によって分割した或る fractIonは当該物質

を賦活する4基である。

以上の事実より血清中の spermicidalsubstanceは

Naを必須イオンとし，クエン酸ナトリウムで破壊さ

れる塩獄溶性蛋白と思考される。
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Resume 

The authors studied on the physico-chemical 

properties of the spermicidal factor pointed out 

by CHANG， M. C. in fresh sera of various ani-

mals. The results obtained are summarized as 

follows. 

(1) Difference of the spermicidal activity in 

sera was ohviously large hetween individuals 

rather than hetween species. 

(2) No relationship was seen hetween the 

spermicidal activity in sera and the sex or age 

of the tested animals. 

(3) The activity was proportional to the 

serum concentratlOn. 

(4) No relationship was seen hetween the 

spermicidal activity of serum and the agglutina-

tion of spermatozoa by the serum 

(5) Although the spermicidal suhstance was 

unstable， and thermolabile， frozen sera stored 
for long periods completely maintained their 

actlv1ty. 

(6) This substance showed activity in pH 

range from 5.5 to 7.0 (acid side) but at pH 

values of 7.0-9.0 (alkaline side) the activity 

of this factor was partially destroyed within 1 

hour. 

(7) The activity was gradually lost as a 

result of exposure to sunshine but there was no 

loss resulting from exposure of the serum to 

ultra-violet ray f01" 2 hours. 

(8) Natrium is an essent凶 ionfor the action 

of the spermicidal suhstance on the spermatozoa. 

(9) The spermicidal substance was stable in 

0.9% NaCl solution and its activity was rapidly 

destroyed in high and low concentrations of 

NaCl solution 

(10) The substance could not be forced to 

pass through a cellophane membrance by dialyz-

ing the serum against 0.9% NaCI solution， 

Ringer solution or Krebs働Ringersolution for 24 

hours 

(11) When the serum protein was frac-

tionated by means of ammonium sulfate， the 

protein fraction salted out in low concentration 

of ammonium sulfate revealed high activity 

without exception. 

(12) The spermicidal substance seemed to be 

acti va ted by some other su bstance sal ted ou t by 

ammonium sulfate. 

From these白ndings，the spermicidal substance 
seems to be a protein that is salted out by low 

concentration of ammonium sulfate and needs 

natrium ion for the reaction of this factor and 

is destroyed by sodium citrate. 


